
 講座概要、お持ちもの等連絡事項   （聖徳大学免許法認定公開講座) 

令和８年度 夏期 開設科目 担当講師 

幼児と環境 聖徳大学兼任講師 井口 厚子 

【概要】 
領域「環境」の指導に関する、幼児を取り巻く環境や幼児と環境との関わりについての専門的事項における感性を養う。具体的には、幼児を取り巻く環境の諸側面

と幼児の発達におけるそれらの重要性を踏まえ、環境のもつ教材性と幼児と環境の関わりを考慮し、具体的指導を考える。また、乳幼児期の思考・科学的概念の発

達の理解、幼児期の標識・文字等、情報・施設との関わりの発達を理解し、指導内容、環境の構成を具体的に学ぶ。さらに、知識基盤型社会及び持続可能な開発のた

めの教育（ESD）など幼児を取り巻く環境の現代的課題について理解する。 
 

【教科書】 ※事前に各自で書店(オンライン書店を含む)にて購入してください。 
文部科学省『幼稚園教育要領解説 平成 30年 3月』フレーベル館 264円 
 

【連絡事項】 
授業内レポート（試験）を実施予定。 

算数科教育法 聖徳大学教授 黒澤 寿美 

【概要】 
本講座は、小学校算数科教育の目的及び内容等について、数学の理論的な知識と実際に活用できる専門性を養うことを目的とする。算数の授業を行うにあたって、

教師が算数の指導内容の数学的意味を理解しておくことは重要である。そこで、講義の中で五領域「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「データの活用」の重点

内容と指導方法を具体的事例を通して学ぶとともに、数学的背景や、数学的な見方や考え方の育成を促す数学的活動についても考察する。 また、実際に教具を作っ

てみることで、数学的活動のアイデアを広げ、実践力を身につける。 
 

【連絡事項】 
はさみ、セロテープ、のり、マジック等（教材を作るため）持参。教科書は使用せず、当日、資料を配付。授業内レポート（試験）を実施予定。 

保育内容指導法Ⅰ（健康） 聖徳大学兼任講師 佐野 裕子 

【概要】 
この講座では、『幼稚園教育要領解説平成 30 年 3 月』に示されている「幼稚園教育の基本」を踏まえ、領域「健康」のねらい及び内容、指導上の留意点などについ

て具体的に学び、小学校教育とのつながりや、領域「健康」における幼児教育のあり方を理解する。また、幼児の心身の発育・発達や健康的な生活を営むための基

礎理論を理解し、心身ともに健康な子どもを育成するための実践的知識を習得する。併せて、現代社会における幼児の生活課題について理解を深め、園や家庭、地

域社会の健康生活への支援の在り方について考究する。 
 

【教科書】 ※事前に各自で書店(オンライン書店を含む)にて購入してください。 
文部科学省『幼稚園教育要領解説 平成 30年 3月』フレーベル館 264円 
 

【連絡事項】 
・はさみ、セロテープを持参してください。※１日目の授業内で使用。 

・授業内レポート（試験）を実施予定。 



保育内容指導法Ⅱ（環境） 聖徳大学短期大学部教授 古川 由紀子 

【概要】 
幼稚園教育要領の基本理念をふまえ、幼児の発達を促し遊びや生活を支える内容について保育内容「環境」の視点から、理論的・実践的な理解にむけて学ぶ。また、

指導法上の留意点等について把握する。その際、幼稚園教育において育みたい資質・能力（「知識及び技能の基礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向か

う力、人間性等」）と関連付けながら考察する。講義内容は、保育内容の意味や構造、保育環境、幼児の好奇心や探究心、直接体験としての自然へのかかわり、指導

の実際や配慮事項等について検討する。 
 

【教科書】 ※事前に各自で書店(オンライン書店を含む)にて購入してください。 
文部科学省『幼稚園教育要領解説 平成 30年 3月』フレーベル館 264円 
 

【連絡事項】 
後日提出レポートを実施予定。 

教職入門 聖徳大学大学院教授 山崎 奈々絵 

【概要】 
本講座を通して、教職の意義、役割、職務内容を整理していきたい。その際、チーム学校運営や令和型学校教育といった現代の政策課題と現場での課題についても

再検討し、新たな知見を得て今後の実践力につなげてほしい。 

授業は講義形式だが、ディスカッションやグループワークなども行う予定である。主体的に学んでほしい。 
 

【連絡事項】 
教科書は使用せず、当日、資料を配付。授業内レポート（試験）を実施予定。 

教育社会学 聖徳大学准教授 上田 智子 

【概要】 
「教育」「保育」「子育て」を社会の中に位置付け、教育問題、教育政策、その他教育現象について社会との関連で分析・考察する。具体的には、以下のテーマを取り

上げるが、受講生の興味関心もできる限り反映したい。①子どもの社会化のあり方やその担い手が社会の変化とともにどう変遷してきたか。②学校の選抜配分機能

とは何か、その機能において現在課題となっていることは何か（格差社会と教育、貧困と保育）。③ジェンダーと教育について、現状と課題はどのようなものか。④

教育から職業への移行について、現状と課題はどのようなものか。⑤学校と地域との連携はいかになされるべきか。⑥学校の安全への対応について現状と課題は何

か。基本的には、講義形式で進行するが、アクティブラーニングも積極的に取り入れていきたい。 
 

【連絡事項】 
教科書は使用せず、当日、資料を配付。授業内レポート（試験）を実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 



特別支援教育総論 聖徳大学大学院教授 太田 裕子 

【概要】 
本講座では、以下の 3 点を扱う。1.特別支援教育に関する制度や仕組みに関する知識を修得する。2.視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由等を含む様々な障

害のある幼児、児童、及び生徒の学習上や生活上の困難とそれを軽減する方法について、実際の指導場面の映像などを通して学ぶ。3.主に通常の学級に在籍する特

別の支援を必要とする幼児、児童、及び生徒に対する支援や配慮の方法、対象児を含むクラス全体への指導計画を考えることで実践に活かせるよう理解を深める（母

国語の問題等、障害以外のニーズを含む）。 
 

【教科書】 ※大学の売店で購入できます。 

聖徳大学特別支援教育研究室編『改訂 3版 一人ひとりのニーズに応える保育と教育―みんなで進める特別支援―』聖徳大学出版会 1,760円 
 

【連絡事項】 
教科書を活用しながら進めていきますので、教科書は必ず購入してください。 

教育課程論 聖徳大学大学院准教授 福野 裕美 

【概要】 
学校における授業やその他の諸活動は、すべて計画的に組織されている。日本では学習指導要領を基準として、各学校で教育課程が編成されている。本講座では、

戦後の学習指導要領の変遷を振り返り、教育課程の意義や編成の方法を理解するとともに、カリキュラム・マネジメントの意義や重要性を理解する。また、現在実

施されている教育課程や学習指導要領の概要と意義をつかみ、授業づくりの基礎を学ぶ。 
 

【教科書】 ※事前に各自で書店(オンライン書店を含む)にて購入してください。 

田中耕治・水原克敏・三石初雄・西岡加名恵著『新しい時代の教育課程[第 5版]有斐閣 2,200円 
 

【連絡事項】 
授業内レポート（試験）を実施予定。 

道徳・特別活動論（総合的な学習の時間を含む） 
       聖徳大学大学院教授 石田 清彦 

聖徳大学兼任講師  染谷 由之 

【概要】 
学習指導要領に記載されている「道徳教育」「特別の教科道徳」「総合的な学習の時間」「特別活動」の目標、内容、指導計画及び内容の取扱いなどについて、基本的

な考え方及び指導方法について理解することを主な目的とする。内容は、学習指導要領に示されている目標と内容、特質に基づいた指導理論を扱う。学校で即戦力

として役立つ具体的・実践的な事例にも触れるとともに、参加者の経験や実践なども互いに協議し、理解を深める。 
 

【教科書】 ※事前に各自で書店(オンライン書店を含む)にて購入してください。 
①文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別の教科 道徳編』あかつき教育図書 149円 

②文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編』東京書籍 305円 

③文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編』東山書房 307円 

④文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総合的な学習の時間編』東京書籍 363円 

⑤文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総合的な学習の時間編』東山書房 408円 

※①は、小学校教諭免許取得の方は持参。 

※②③④⑤は、所属校種、実習校種に応じてご用意ください。 
 

【連絡事項】 
【共通】所属校の「総合的な学習の時間の全体計画・年間指導計画」（作成している場合）。 

【栄養教諭免許対象者】所属校の「食育にかかわる全体計画・年間指導計画」（作成している場合）。 

【養護教諭免許対象者】所属校の「保健指導にかかわる全体計画・年間指導計画」（作成している場合）。 



教育方法学 聖徳大学教授 小野瀬 雅人 

【概要】 
本講座は、教職課程コアカリキュラム「教育の方法及び技術(情報機器及び教材の活用を含む。）」に対応する。そのため、これからの社会を担う子どもたちに求めら

れる資質・能力を育成するうえで必要な、教育の方法、指導の技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能を身に付けることを目標としている。具

体的には、子どもにとって「わかる」「おもしろい」授業をどう実現するかについて、教育心理学や教育工学の知見に基づき講義を行う。主な内容は次のとおり。 

① 学習を支える認知や動機づけのメカニズム 

② 主体的学習を支える教材や授業の理論と方法（ICTの活用を含む） 

③ 魅力ある授業を実現する５つの視点 

当日はプレゼン資料等を配付し、講義を進める。 
 

【連絡事項】 
教科書は使用せず、当日、資料を配付。後日提出レポートを実施予定。 

生徒指導論 聖徳大学兼任講師 鈴木 由美 

【概要】 
生徒指導とは、一人ひとりの児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質や行動力を高めることを目指して行われる教育活動である。これはす

べての子どもが将来、社会においてそれぞれ自己実現できるよう、また自立できるようにサポートしていく教育上の指導を意味している。生徒指導には、治療的生

徒指導・予防的生徒指導・開発的生徒指導がある。今回の授業では、予防・開発的な生徒指導を中心に学ぶ。具体的には、子どもたちが仲間意識を持ち、さらに自分

で考え判断していく過程を育てるために必要な技術を学ぶ。 

本講座では、子どもたちの心が成長できる活動を紹介する予定である。 
 

【連絡事項】 
教科書は使用せず、当日、プリントを配付。グループ活動を行うので、動きやすい服装でご参加ください。 

授業内レポート（試験）を実施予定。 

教育相談 聖徳大学兼任講師 鈴木 由美 

【概要】 
教育相談とは、一人ひとりの幼児・児童・生徒の人格的成長と個性的適応を手助けすることを目的としている。子どもの感じ方や考え方を理解し、問題の解決と自

律への援助を展開するものである。単に教員がひとりで行うものではなく、チーム学校として、幼児、児童及び生徒の将来を見据えた支援を行う必要がある。その

ため、関係者が、正しく幼児、児童及び生徒の発達や特性を把握して、支援目標を共有することが大切である。今回の授業では、幼児、児童及び生徒の想いや環境

に即しつつ，個々の心理的特性や教育的課題を適切に捉え、支援するために必要な基礎的知識（カウンセリングの意義、理論や技法に関する基礎的知識を含む）に

ついて学ぶ。またクラス集団での子ども理解も大切と考え、グループ活動も行う予定である。 
 

【連絡事項】 
教科書は使用せず、当日、プリントを配付。グループ活動を行うので、動きやすい服装でご参加ください。 

授業内レポート（試験）を実施予定。 

 

 

 



食教育法Ⅰ・Ⅱ 聖徳大学准教授 佐藤 雅子 

【概要】 
「食教育法Ⅰ」では、食に関する指導の目標、栄養教諭の役割及び職務、学習指導要領における食に関する指導の位置付け、各教科・特別活動等との関わり等につ

いて理解する。また、食育基本法、学校給食の意義、食生活に関する歴史的及び文化的事項、児童生徒の生活や栄養・健康状態の実態等を理解し、食に関する指導

における栄養教諭に期待される役割や課題等について考える。 

「食教育法Ⅱ」では、「食教育法Ⅰ」で学習した栄養教諭の役割及び職務を踏まえ、児童生徒の実態および課題に対応した食に関する指導のあり方について実践例を

用いて学ぶ。また、学習指導案の構成について理解し、食生活に関する歴史的及び文化的事項等の指導を想定した授業設計及び模擬授業を行う。授業設計を振り返

り、よりよい食に関する指導の方法について改善の視点と課題を捉える。 
 

【教科書】 ※事前に各自で書店(オンライン書店を含む)にて購入してください。 
①文部科学省『食に関する指導の手引―第二次改訂版―（平成 31年 3月）』東山書房 1,320円 

②文部科学省『小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 家庭編』東京書籍 172円 

③文部科学省『小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編』東京書籍 306円 

④文部科学省『中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 技術・家庭編』開隆堂 157円 

⑤文部科学省『中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説  特別活動編』東山書房 425円 

⑥文部科学省『特別支援学校幼稚部要領 小学部・中学部学習指導要領（平成 29年告示）』海文堂出版 484円 

※①は全員ご用意ください。②～⑥は所属校種、実習校種に応じて可能であればご用意ください。 

全て、インターネットで閲覧可能ですが、本学では Wi-Fiは使用できません。 
 

【連絡事項】 
・「食教育法Ⅰ」は、試験および後日提出レポート、「食教育法Ⅱ」は、後日提出レポートを実施予定。 

・スマートフォンをお持ちの方はご持参ください。ＱＲコード等を読み取り、意見交流を行う予定です。 

病弱者の心理・生理・病理 
聖徳大学大学院教授 中舘 尚也 

聖徳大学大学院教授 腰川  一惠 

【概要】 
従来、病弱児というと心臓や腎臓などに慢性の病気をもつ子どもがイメージされてきました。しかし今日では、食習慣の欧米化によって肥満や成人型糖尿病を呈す

る子ども、治療の進歩により悪性腫瘍の治療中あるいは経験した子どもなどが増加し、さらには、気管支喘息の発作を発症する子どもや家庭や学校におけるストレ

スからの不登校に代表される心身症の子どもなどが病弱児の大半を占めるようになってきました。このような流れをふまえ、本講義では、病弱児の疾患に関連する

からだの生理と病理・病態について説明します。また病弱児の実態から、病種や心理的特性（心の動き）、通常学級・院内学級・病弱特別支援学校における実践に基

づいた病弱・身体虚弱児の教育的・心理的配慮や接し方について臨床的視点から解説します。 
 

【教科書】 ※大学の売店で購入できます。 

聖徳大学特別支援教育研究室編『改訂 3版 一人ひとりのニーズに応える保育と教育―みんなで進める特別支援―』聖徳大学出版会 1,760円 
 

【連絡事項】  
・授業内レポート（試験）を実施予定。 

 

 

 

 



病弱者教育 聖徳大学兼任講師 河村 久 

【概要】 
病弱児の教育的ニーズを理解し、その教育について学習します。 

病弱教育の現状と仕組み (2)病弱教育の対象となる主な疾患の理解と教育上の留意事項、(3)病弱教育のあゆみ、(4) 病弱教育の教育課程と各教科等の指導（カリ

キュラム・マネジメントを含む）(5)病弱教育における自立活動の指導と個別の指導計画、(6)病弱教育における ICT活用の意義と実際、(7)特別支援学校等における

医療的ケアへの対応、(8)個別の教育支援計画による一貫した支援。 
 

【参考図書】 ※大学の売店で購入できます。 
聖徳大学特別支援教育研究室編『改訂 3版 一人ひとりのニーズに応える保育と教育―みんなで進める特別支援―』聖徳大学出版会 1,760円 
 

【連絡事項】  
・授業では講師資料を中心に進めますが、上記の参考図書を参照することをお勧めします。  

・これまでの経験の中で、知的障害児や自閉スペクトラム症のある児童生徒への指導経験があれば、その経験をまとめておいてください。授業の中で発表していた

だくことがあります。 

・授業内レポート（試験）を実施予定。 

 

栄養教育実習 聖徳大学准教授 佐藤 雅子  

【概要】 
栄養教育実習の事前指導では、実習の意義や目的、心構え、勤務のあり方等について確認し、教育実習生として学校の教育活動に参画する意識を高める。また、食

に関する指導の学習指導案の作成方法や授業の観察、補助などの教育指導の関わり方について確認を行う。教育実習では、実習校の学校経営方針、教育活動等の特

色、教職員の職務を理解し、学習活動の観察、補助、学級担任等と協力した授業実践等を行う。児童生徒との適切な関わり方を実践を通じて学ぶ。事後指導では、

教育実習で得られた知識と経験を振り返り、レポートにまとめるとともに、実習報告会にて発表を行い、栄養教諭として必要な資質・能力等、今後の成果と課題を

省察する。 
 

【教科書】 ※事前に各自で書店(オンライン書店を含む)にて購入してください。 

①文部科学省『食に関する指導の手引―第二次改訂版―（平成 31年 3月）』東山書房 1,320円 

②文部科学省『小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 家庭編』東京書籍 172円 

③文部科学省『小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編』東京書籍 306円 

④文部科学省『中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 技術・家庭編』開隆堂 157円 

⑤文部科学省『中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説  特別活動編』東山書房 425円 

⑥文部科学省『特別支援学校幼稚部要領 小学部・中学部学習指導要領（平成 29年告示）』海文堂出版 484円 

※①は全員ご用意ください。②～⑥は所属校種、実習校種に応じて可能であればご用意ください。 

全て、インターネットで閲覧可能ですが、本学では Wi-Fiは使用できません。 
 

【連絡事項】 
・事前に送付される手引き等をよく読み、当日ご持参ください。 

・実習終了後は、実習ノートおよびレポートを提出し、事後指導（実習報告会）にご参加ください。 

・栄養教育実習は、原則５日間連続した実習で行ってください。実習中は所属校との兼務はしないようお願いします。 

 


